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時間の聖別の聖別聖別
出エジプトエジプト 20:8-11

20:8 安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。覚えて、これを聖とせよ。えて、これを覚えて、これを聖とせよ。聖とせよ。

20:9 六日を覚えて、これを聖とせよ。の聖別あいだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。働いてあなたのすべてのわざをせよ。いてあなたの聖別すべての聖別わざを覚えて、これを聖とせよ。せよ。

20:10 七日を覚えて、これを聖とせよ。目はあなたの神、主の安息であるから、なんのわざはあなたの聖別神、主の安息であるから、なんのわざの聖別安息であるから、なんの聖別わざ

を覚えて、これを聖とせよ。もしてはならない。あなたもあなたの聖別むすこ、娘、しもべ、

はしため、家畜、またあなたの聖別門のうちにいる他国の人もそうの聖別うちにいる他国の人もそうの聖別人もそうもそう

である。

20:11 主の安息であるから、なんのわざは六日を覚えて、これを聖とせよ。の聖別うちに、天と地と海と、その中のすべてのもと地と海と、その中のすべてのもと海と、その中のすべてのもと、その聖別中のすべてのもの聖別すべての聖別も

の聖別を覚えて、これを聖とせよ。造って、七日目に休まれたからである。それで主は安息日って、七日を覚えて、これを聖とせよ。目はあなたの神、主の安息であるから、なんのわざに休まれたからである。それで主は安息日まれたからである。それで主の安息であるから、なんのわざは安息日を覚えて、これを聖とせよ。

を覚えて、これを聖とせよ。祝福して聖とされた。して聖とされた。

　一、聖別

　皆さん、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」さん、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」を覚えて、これを聖とせよ。ご存知ですか。「せいべつ」存知ですか。「せいべつ」ですか。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」せいべつ」

といっても「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」男か女か」の区別ではありません。「聖書」のか女か」の区別ではありません。「聖書」のか」の聖別区別ではありません。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖書」の」の聖別

「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖」と「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」特別」の聖別「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」別」という文字を使います。新共同訳でを覚えて、これを聖とせよ。使います。新共同訳でいます。新共同訳でで

は今朝の箇所、「安息日を覚えて、これを聖とせよ」を「安息の聖別箇所、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。覚えて、これを聖とせよ。えて、これを覚えて、これを聖とせよ。聖とせよ」を覚えて、これを聖とせよ。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」安息

日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。心に留め、これを聖別せよ」と訳しています。ヘブライ語に留め、これを聖別せよ」と訳しています。ヘブライ語め、これを覚えて、これを聖とせよ。聖別せよ」と訳でしています。ヘブライ語語

では ׁקָדַש（qadash）と言います。もともとの意味は「分離すと言います。もともとの聖別意味は「分離すは「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」分離すす

る」「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」隔離すする」で、英語では “ to consecrate”  や “ to

sanctify” ” と訳でされます。

　旧約の時代、さまざまなものが「聖別」されました。とくにの聖別時代、さまざまなもの聖別が「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖別」されました。とくに、

モーセの時代に神殿が作られたとき、それは「神の家」としての聖別時代に神殿が作られたとき、それは「神の家」としてが作られたとき、それは「神の家」としてられたとき、それは「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」神の聖別家」として

聖別され、そこにある器具のひとつひとつにも「聖別の油」がの聖別ひとつひとつにも「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖別の聖別油」が」が

注がれました。神殿で神に仕える祭司と、祭司が身に着ける衣がれました。神殿が作られたとき、それは「神の家」としてで神に仕える祭司と、祭司が身に着ける衣える祭司と、祭司が身に着ける衣と、祭司と、祭司が身に着ける衣が身に着ける衣に着ける衣ける衣

服にも油が注がれ、聖別されました。にも油」がが注がれました。神殿で神に仕える祭司と、祭司が身に着ける衣がれ、聖別されました。



　神殿が作られたとき、それは「神の家」としてや祭司と、祭司が身に着ける衣が聖別されたの聖別は、神の聖別民全体が聖別されたことが聖別されたこと

の聖別しるしでした。神は、エジプトの聖別奴隷であったイスラエルのであったイ語スラエルのの聖別

人もそう々を聖別して神の民とされたのです。レビ記を覚えて、これを聖とせよ。聖別して神の聖別民とされたの聖別です。レビ記記 22:32-33 にこう

あります。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなたがたはわたしの聖別聖なる名を汚してはならなを覚えて、これを聖とせよ。汚してはならなしてはならな

い。かえって、わたしはイ語スラエルのの聖別人もそう々を聖別して神の民とされたのです。レビ記の聖別うちに聖とされな

ければならない。わたしはあなたがたを覚えて、これを聖とせよ。聖別する主の安息であるから、なんのわざである。あ

なたがたの聖別神となるために、あなたがたを覚えて、これを聖とせよ。エジプトの聖別国の人もそうから導

き出エジプトした者である。わたしは主である」とあります。神ご自身である。わたしは主の安息であるから、なんのわざである」とあります。神ご存知ですか。「せいべつ」自身に着ける衣

が聖なるお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別であるの聖別で、神はご存知ですか。「せいべつ」自分の聖別もの聖別とした人もそう々を聖別して神の民とされたのです。レビ記を覚えて、これを聖とせよ。聖別

され、神の聖別民に、神を覚えて、これを聖とせよ。聖なるお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別とし、みずらかを覚えて、これを聖とせよ。聖別するこ

とを覚えて、これを聖とせよ。求められました。レビ記められました。レビ記記 11:44 にこうあります。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」わたし

はあなたがたの聖別神、主の安息であるから、なんのわざであるから、あなたがたはお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別の聖別れを覚えて、これを聖とせよ。聖別

し、聖なる者である。わたしは主である」とあります。神ご自身とならなければならない。わたしは聖なる者である。わたしは主である」とあります。神ご自身であ

る。」聖別は祭司と、祭司が身に着ける衣だ働いてあなたのすべてのわざをせよ。けでなく、すべての聖別神の聖別民に、また儀式だだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。

けでなく、生活のすべてに求められました。の聖別すべてに求められました。レビ記められました。

　きょうの聖別箇所を覚えて、これを聖とせよ。含んでいる「十戒」は、すべての神の民に、んでいる「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」十戒」は、すべての神の民に、」は、すべての聖別神の聖別民に、

神を覚えて、これを聖とせよ。聖なるお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別とし、みずからを覚えて、これを聖とせよ。聖別することを覚えて、これを聖とせよ。教え、それをえ、それを覚えて、これを聖とせよ。

生活のすべてに求められました。の聖別中のすべてのもで実践することを命じるものです。第一戒、「あなたすることを覚えて、これを聖とせよ。命じるものです。第一戒、「あなたじるもの聖別です。第一戒」は、すべての神の民に、、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなた

はわたしの聖別ほかに、なにもの聖別を覚えて、これを聖とせよ。も神としてはならない」（出エジプトエ

ジプト 20:3）と言います。もともとの意味は「分離すは、神ご存知ですか。「せいべつ」自身に着ける衣を覚えて、これを聖とせよ。聖別することを覚えて、これを聖とせよ。教え、それをえています。第

二戒」は、すべての神の民に、、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなたは自分の聖別ために、刻んだ像を造ってはならなんだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。像を造ってはならなを覚えて、これを聖とせよ。造って、七日目に休まれたからである。それで主は安息日ってはならな

い」（4 節）と言います。もともとの意味は「分離すは神への聖別礼拝を聖別すること、第三戒、「あなたを覚えて、これを聖とせよ。聖別すること、第三戒」は、すべての神の民に、、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなた

は、あなたの聖別神、主の安息であるから、なんのわざの聖別名を汚してはならなを覚えて、これを聖とせよ。、みだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。りに唱えてはならない」（えてはならない」（ 7

節）と言います。もともとの意味は「分離すは神の聖別「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」名を汚してはならな」を覚えて、これを聖とせよ。聖別することを覚えて、これを聖とせよ。言っています。第四戒」は、すべての神の民に、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」安

息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。覚えて、これを聖とせよ。えて、これを覚えて、これを聖とせよ。聖とせよ」（8 節）と言います。もともとの意味は「分離すは時間の聖別の聖別聖別を覚えて、これを聖とせよ。教え、それをえ

ています。

　この聖別ように、神の聖別もの聖別を覚えて、これを聖とせよ。神の聖別もの聖別とするとき、他の聖別人もそうの聖別もの聖別



を覚えて、これを聖とせよ。尊重する心が生まれきます。第五戒、「あなたの父と母を敬する心に留め、これを聖別せよ」と訳しています。ヘブライ語が生まれきます。第五戒」は、すべての神の民に、、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなたの聖別父と母を敬と母を敬を覚えて、これを聖とせよ。敬

え」（12 節）と言います。もともとの意味は「分離すは親や指導者を尊重することを、第六戒「あなたや指導者である。わたしは主である」とあります。神ご自身を覚えて、これを聖とせよ。尊重する心が生まれきます。第五戒、「あなたの父と母を敬することを覚えて、これを聖とせよ。、第六戒」は、すべての神の民に、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなた

は殺してはならない」（してはならない」（13 節）と言います。もともとの意味は「分離すは生命じるものです。第一戒、「あなたの聖別尊重する心が生まれきます。第五戒、「あなたの父と母を敬、第七戒」は、すべての神の民に、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなた

は姦淫してはならない」（してはならない」（14 節）と言います。もともとの意味は「分離すは結婚の尊重を教えていますの聖別尊重する心が生まれきます。第五戒、「あなたの父と母を敬を覚えて、これを聖とせよ。教え、それをえています。

第八戒」は、すべての神の民に、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなたは盗んではならない」（んではならない」（15 節）と言います。もともとの意味は「分離すは所有の尊重、の聖別尊重する心が生まれきます。第五戒、「あなたの父と母を敬、

第九戒」は、すべての神の民に、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなたは隣人もそうについて、偽証してはならない」（してはならない」（ 16

節）と言います。もともとの意味は「分離すは真理の尊重を言っています。第十戒「あなたは隣人の家の聖別尊重する心が生まれきます。第五戒、「あなたの父と母を敬を覚えて、これを聖とせよ。言っています。第十戒」は、すべての神の民に、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」あなたは隣人もそうの聖別家

を覚えて、これを聖とせよ。むさぼってはならない」（17 節）と言います。もともとの意味は「分離すは、他の聖別人もそうの聖別財産を尊重すを覚えて、これを聖とせよ。尊重する心が生まれきます。第五戒、「あなたの父と母を敬す

るというだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。けでなく、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」貪欲」などの罪が生まれてくる、思い」などの聖別罪が生まれてくる、思いが生まれてくる、思いい

を覚えて、これを聖とせよ。きよめることを覚えて、これを聖とせよ。教え、それをえています。

　十戒」は、すべての神の民に、は、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」すべし、すべらかず」という戒」は、すべての神の民に、律の寄せ集めではの聖別寄せ集めではせ集めではめでは

ありません。それは、わたしたちに、神を覚えて、これを聖とせよ。聖とすることから始

まり、内面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、を覚えて、これを聖とせよ。きよめ、生活のすべてに求められました。が変えられていくこと、つまり、えられていくこと、つまり、

「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖別」を覚えて、これを聖とせよ。求められました。レビ記めているの聖別です。

　二、忘れられた聖別れられた聖別聖別

　ところが、現代は「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖別」ということが忘れられているようれられているよう

に思いいます。わたしはアメリカに来て、聖餐卓や講壇のうえにに来て、聖餐卓や講壇のうえにて、聖餐卓や講壇のうえにや講壇のうえにの聖別うえに

自分の聖別上着ける衣やバッグなどを置いたり、聖餐卓に腰掛けたりするなどを覚えて、これを聖とせよ。置いたり、聖餐卓に腰掛けたりするいたり、聖餐卓や講壇のうえにに腰掛けたりするけたりする

の聖別を覚えて、これを聖とせよ。見て、驚きもし、また、そうした人たちを戒めてもきまして、驚きもし、また、そうした人たちを戒めてもきましきもし、また、そうした人もそうたちを覚えて、これを聖とせよ。戒」は、すべての神の民に、めてもきまし

た。日を覚えて、これを聖とせよ。本人もそうはテーブルのやデスクに腰掛けることはめったにしまに腰掛けたりするけることはめったにしま

せんが、アメリカに来て、聖餐卓や講壇のうえにではよくあることです。しかし、聖餐卓や講壇のうえにや講

壇のうえには特別なもの聖別で、たんなる「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」家具のひとつひとつにも「聖別の油」が」ではありません。わたし

は、聖餐卓や講壇のうえには主の安息であるから、なんのわざの聖別晩餐の聖別ため、講壇のうえには神の聖別言葉をご存知ですか。「せいべつ」の聖別説教え、それをの聖別ために

「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖別」されているもの聖別だ働いてあなたのすべてのわざをせよ。と信じています。じています。

　わたしは、聖書」のがマグなどを置いたり、聖餐卓に腰掛けたりするカに来て、聖餐卓や講壇のうえにップの聖別コースターがわりにされてい

るの聖別を覚えて、これを聖とせよ。見て、驚きもし、また、そうした人たちを戒めてもきまして、ずいぶんがっかりしたこともあります。聖書」のは



“The Holy Bible” 「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖なる」書」の物です。たしかに大切なのは聖です。たしかに大切なのは聖なの聖別は聖

書」のに書」のかれている内容かもしれません。しかし、神の言葉を大かもしれません。しかし、神の聖別言葉をご存知ですか。「せいべつ」を覚えて、これを聖とせよ。大

切なのは聖に扱う人は、それを書きしるした書物をも大切に扱うはずでう人もそうは、それを覚えて、これを聖とせよ。書」のきしるした書」の物です。たしかに大切なのは聖を覚えて、これを聖とせよ。も大切なのは聖に扱う人は、それを書きしるした書物をも大切に扱うはずでうはずで

す。ある人もそうが言いました。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」わたしは本を覚えて、これを聖とせよ。積み重ねるとき、聖み重する心が生まれきます。第五戒、「あなたの父と母を敬ねるとき、聖

書」のを覚えて、これを聖とせよ。一番上に載せます。」せます。」

　礼拝を聖別すること、第三戒、「あなた堂は、かつては “は、かつては “Sanctuary” ”（聖所）と言います。もともとの意味は「分離すと呼ばれ、聖餐卓ばれ、聖餐卓や講壇のうえに

があり、講壇のうえにがあり、バプテスマ槽があり、中央に十字架が掲があり、中のすべてのも央に十字架が掲に十字を使います。新共同訳で架が掲が掲

げられていました。そこは、礼拝を聖別すること、第三戒、「あなたの聖別ために聖別された場所でし

た。今では、多くの教会で、礼拝堂は “くの聖別教え、それを会で、礼拝堂は “で、礼拝を聖別すること、第三戒、「あなた堂は、かつては “は “Worship Hall” とか

“Auditorium” と呼ばれ、聖餐卓ばれ、その聖別正面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、はミュージシャンのためのの聖別ための聖別

ステージになっています。礼拝を聖別すること、第三戒、「あなた者である。わたしは主である」とあります。神ご自身が仰ぎ見るのは、十字架でなぎ見るのは、十字架でな見て、驚きもし、また、そうした人たちを戒めてもきましるの聖別は、十字を使います。新共同訳で架が掲でな

く、ドラムやギター、キーボード、スピーカーです。説教者もやギター、キーボード、スピーカに来て、聖餐卓や講壇のうえにーです。説教え、それを者である。わたしは主である」とあります。神ご自身も、

ミュージックに腰掛けることはめったにしまスタンのためのドに聖書」のを覚えて、これを聖とせよ。置いたり、聖餐卓に腰掛けたりするいて語ることが多くの教会で、礼拝堂は “くなりまし

た。いろいろな制約の時代、さまざまなものが「聖別」されました。とくにがあって、理の尊重を言っています。第十戒「あなたは隣人の家想どうりの建物が得られないどうりの聖別建物です。たしかに大切なのは聖が得られないられない

ことは、承知ですか。「せいべつ」しています。けれども、その聖別制約の時代、さまざまなものが「聖別」されました。とくにの聖別中のすべてのもでも、礼拝を聖別すること、第三戒、「あなた

と礼拝を聖別すること、第三戒、「あなたの聖別場所を覚えて、これを聖とせよ。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」天と地と海と、その中のすべてのもの聖別窓」として聖別していくことがどういう」として聖別していくことがどういう

ことなの聖別かを覚えて、これを聖とせよ。考え、それにふさわしいものを目指していく必要え、それにふさわしいもの聖別を覚えて、これを聖とせよ。目はあなたの神、主の安息であるから、なんのわざ指していく必要

があると思いいます。

　わたしたちの聖別内面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、の聖別聖別が、外面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、の聖別こと以上に必要なことは

言うまでもありません。内面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、と外面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、は結びついています。内面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、

の聖別聖別が外面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、に表われ、外面の聖別が内面の聖別を示すのですわれ、外面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、の聖別聖別が内面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、の聖別聖別を覚えて、これを聖とせよ。示すのですすの聖別です。

旧約の時代、さまざまなものが「聖別」されました。とくに時代に目はあなたの神、主の安息であるから、なんのわざに見て、驚きもし、また、そうした人たちを戒めてもきましえるさまざまなもの聖別が聖別されたの聖別は、わた

したちに、わたしたちの聖別内面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、と生活のすべてに求められました。とを覚えて、これを聖とせよ。聖なるもの聖別とすること

を覚えて、これを聖とせよ。教え、それをえるためでした。

　神殿が作られたとき、それは「神の家」としてを覚えて、これを聖とせよ。例にあげてみましょう。かつてイスラエルにあった神にあげてみましょう。かつてイ語スラエルのにあった神

殿が作られたとき、それは「神の家」としてはもうありません。イ語エス・キリストが言われたように「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」キ

リストの聖別からだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。」が神殿が作られたとき、それは「神の家」としてです。そして、教え、それを会で、礼拝堂は “は「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」キリストの聖別か



らだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。」であるの聖別で、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」主の安息であるから、なんのわざの聖別家」となり、イ語エス・キリストを覚えて、これを聖とせよ。信じています。

じる者である。わたしは主である」とあります。神ご自身ひとりひとりもまた、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」キリストの聖別からだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。」に属するこするこ

とによって、神殿が作られたとき、それは「神の家」としてとなるの聖別です。

　神殿が作られたとき、それは「神の家」としてには、外庭と、聖所と、至聖所がありました。キリストと、聖所と、至聖所がありました。キリスト

にある者である。わたしは主である」とあります。神ご自身が神殿が作られたとき、それは「神の家」としてだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。とすれば、外庭と、聖所と、至聖所がありました。キリストは「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」からだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。」、聖所は「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」心に留め、これを聖別せよ」と訳しています。ヘブライ語」、

そして、至聖所は「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」霊」に相当します。わたしたちの人格の最」に相当します。わたしたちの人格の最します。わたしたちの聖別人もそう格の最の聖別最

も深い領域、「霊」で神とのまじわりがなされます。そしてい領域、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」霊」に相当します。わたしたちの人格の最」で神との聖別まじわりがなされます。そして

「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」霊」に相当します。わたしたちの人格の最」が「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」心に留め、これを聖別せよ」と訳しています。ヘブライ語」、つまり、知ですか。「せいべつ」性と感情と意志を導き、「心」がと感情と意志を導き、「心」がと意志を導き、「心」がを覚えて、これを聖とせよ。導き、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」心に留め、これを聖別せよ」と訳しています。ヘブライ語」が

「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」からだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。」を覚えて、これを聖とせよ。動かし、そこから、みずからを聖別する生活が生かし、そこから、みずからを覚えて、これを聖とせよ。聖別する生活のすべてに求められました。が生

まれるの聖別です。聖書」のは、内面をきよめ、生活が変えられていくこと、つまり、の聖別聖別が、実際の生活の聖別をもの聖別生活のすべてに求められました。の聖別聖別を覚えて、これを聖とせよ。も

たらすと教え、それをえています。

　三、時間の聖別の聖別聖別

　では、現代の聖別わたしたちが、神が求められました。レビ記めてお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別られる「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖別」を覚えて、これを聖とせよ。

とりもどすため、どんなことができるの聖別でしょうか。聖書」のは、

それを覚えて、これを聖とせよ。、時間の聖別の聖別聖別から始めるよう勧めています。時間は、誰めています。時間の聖別は、誰

にでも平等に、一日に、一日を覚えて、これを聖とせよ。 24 時間の聖別が与えられているからです。またえられているからです。また、

時間の聖別は、一度失ったら二度と戻ってこない貴重なものだからでったら二度と戻ってこない貴重なものだからでってこない貴重する心が生まれきます。第五戒、「あなたの父と母を敬なもの聖別だ働いてあなたのすべてのわざをせよ。からで

す。わたしたちは時間の聖別の聖別中のすべてのもで生活のすべてに求められました。し、人もそう生を覚えて、これを聖とせよ。過ごしています。ご存知ですか。「せいべつ」しています。

どんな生活のすべてに求められました。を覚えて、これを聖とせよ。するか、どの聖別ような人もそう生を覚えて、これを聖とせよ。送るかは、時間をどうるかは、時間の聖別を覚えて、これを聖とせよ。どう

使います。新共同訳でうかにかかっているの聖別です。ですから、時間の聖別を覚えて、これを聖とせよ。聖別すること

から、生活のすべてに求められました。の聖別聖別、また、人もそう生全体が聖別されたことの聖別聖別が始まるの聖別です。

　時間の聖別の聖別聖別の聖別中のすべてのもで、基本となるの聖別は「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」安息日を覚えて、これを聖とせよ。」です。安息日を覚えて、これを聖とせよ。

は、神がいちばんはじめに聖別されたもの聖別です。創世記 2:3 に

「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」神はその聖別第七日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。祝福して聖とされた。して、これを覚えて、これを聖とせよ。聖別された。神がこの聖別日を覚えて、これを聖とせよ。

に、その聖別すべての聖別創造って、七日目に休まれたからである。それで主は安息日の聖別わざを覚えて、これを聖とせよ。終って休まれたからである」とって休まれたからである。それで主は安息日まれたからである」と

あります。神殿が作られたとき、それは「神の家」としてとその聖別器具のひとつひとつにも「聖別の油」が、祭司と、祭司が身に着ける衣とその聖別装束が聖別される、はが聖別される、は



るか以前、創造って、七日目に休まれたからである。それで主は安息日の聖別はじめから、神は安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。聖別してお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別られま

した。

　イ語スラムやギター、キーボード、スピーカーです。説教者もの聖別人もそうは金曜日を覚えて、これを聖とせよ。、ユダヤの人は土曜日、クリスチャンの聖別人もそうは土曜日を覚えて、これを聖とせよ。、クに腰掛けることはめったにしまリスチャンのための

は日を覚えて、これを聖とせよ。曜日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」安息日を覚えて、これを聖とせよ。」として守っています。曜日は違っても、っています。曜日を覚えて、これを聖とせよ。は違っても、っても、

「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」七日を覚えて、これを聖とせよ。に一日を覚えて、これを聖とせよ。」という原則は変わりません。神は収入の十分のは変えられていくこと、つまり、わりません。神は収入の十分のの聖別十分の聖別

一を覚えて、これを聖とせよ。神にお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別返しするよう求めておられますが、時間の場合は、しするよう求められました。レビ記めてお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別られますが、時間の聖別の聖別場合は、は、

七日を覚えて、これを聖とせよ。に一日を覚えて、これを聖とせよ。、七分の聖別一を覚えて、これを聖とせよ。神の聖別もの聖別とするよう求められました。レビ記めてお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別られます。

　安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。守っています。曜日は違っても、ることは、わたしたちの聖別心に留め、これを聖別せよ」と訳しています。ヘブライ語身に着ける衣の聖別健康を守ります。を覚えて、これを聖とせよ。守っています。曜日は違っても、ります。

人もそうにはほぼ七日を覚えて、これを聖とせよ。の聖別サイ語クに腰掛けることはめったにしまルので繰り返されるバイオリズがあってり返しするよう求めておられますが、時間の場合は、されるバイ語オリズがあってがあって、

七日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。越えて働き続けると、このリズムがくずれ、病気になるえて働いてあなたのすべてのわざをせよ。き続けると、このリズムがくずれ、病気になるけると、この聖別リズがあってムやギター、キーボード、スピーカーです。説教者もがくずれ、病気になるになる

と言われています。安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。守っています。曜日は違っても、ることや、安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。ほんとうに

安息の聖別日を覚えて、これを聖とせよ。として過ごしています。ご存知ですか。「せいべつ」すことは、わたしたちの聖別益となり、祝福ととなり、祝福して聖とされた。と

なることなの聖別です。安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。守っています。曜日は違っても、ることに限らず、神の命令を守らず、神の聖別命じるものです。第一戒、「あなた令を守を覚えて、これを聖とせよ。守っています。曜日は違っても、

ることは、すべて、わたしたちに大きな祝福して聖とされた。を覚えて、これを聖とせよ。もたらします。

神の聖別戒」は、すべての神の民に、めはどれも神の聖別わたしたちへの聖別いつしみによって定めらめら

れたもの聖別なの聖別です。

　エゼキエルの書」のにこう書」のかれています。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」わたしはまた彼らにらに

安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。与えられているからです。またえて、わたしと彼らにらとの聖別間の聖別の聖別しるしとした。これは

主の安息であるから、なんのわざなるわたしが彼らにらを覚えて、これを聖とせよ。聖別したことを覚えて、これを聖とせよ。、彼らにらに知ですか。「せいべつ」らせるためで

ある。しかしイ語スラエルのの聖別家は荒野でわたしにそむき、わたしでわたしにそむき、わたし

の聖別定めらめに歩まず、人がそれを行うことによって、生きることのまず、人もそうがそれを覚えて、これを聖とせよ。行うことによって、生きることのうことによって、生きることの聖別

できるわたしの聖別お方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別きてを覚えて、これを聖とせよ。捨て、大いにわたしの安息日を汚して、大いにわたしの聖別安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。汚してはならなし

た。」（エゼキエルの 20:12-13）と言います。もともとの意味は「分離す「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」主の安息であるから、なんのわざなるわたしはあなたがたの聖別

神である。わが定めらめに歩まず、人がそれを行うことによって、生きることのみ、わがお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別きてを覚えて、これを聖とせよ。守っています。曜日は違っても、ってこれを覚えて、これを聖とせよ。行うことによって、生きることのい、

わが安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。聖別せよ。これはわたしとあなたがたとの聖別間の聖別の聖別し

るしとなって、主の安息であるから、なんのわざなるわたしがあなたがたの聖別神であることを覚えて、これを聖とせよ。、

あなたがたに知ですか。「せいべつ」らせるためである。」（エゼキエルの 20:19-20）と言います。もともとの意味は「分離す



　安息日を覚えて、これを聖とせよ。は神と神の聖別民との聖別「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」しるし」です。それによって、神

がわたしたちの聖別神であり、わたしたちが神の聖別民であることが分

かるの聖別です。イ語スラエルのの聖別人もそう々を聖別して神の民とされたのです。レビ記は神への聖別信じています。仰ぎ見るのは、十字架でなから離すれたとき、

まず、安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。守っています。曜日は違っても、らなくなりました。安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。守っています。曜日は違っても、らなくなった

の聖別で、信じています。仰ぎ見るのは、十字架でなから離すれてしまったと言ってもよいでしょう。そし

て、まことの聖別神を覚えて、これを聖とせよ。捨て、大いにわたしの安息日を汚して、偶像を造ってはならなに走り、神の民としての祝福をり、神の聖別民としての聖別祝福して聖とされた。を覚えて、これを聖とせよ。

失ったら二度と戻ってこない貴重なものだからでってしまいました。そんな神の聖別民に、神に立ち返り、神の民ち返しするよう求めておられますが、時間の場合は、り、神の聖別民

としての聖別祝福して聖とされた。を覚えて、これを聖とせよ。取り戻すため、神は「わが安息日を聖別せよ」り戻ってこない貴重なものだからですため、神は「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」わが安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。聖別せよ」

と言われたの聖別です。安息日を覚えて、これを聖とせよ。は、信じています。仰ぎ見るのは、十字架でなにとってそれほどに大切なのは聖な

もの聖別なの聖別です。

　安息日を覚えて、これを聖とせよ。を覚えて、これを聖とせよ。はじめとして、日を覚えて、これを聖とせよ。々を聖別して神の民とされたのです。レビ記、聖書」のに親や指導者を尊重することを、第六戒「あなたしみ、祈りに励む時りに励む時む時

間の聖別を覚えて、これを聖とせよ。、わたしたちは、どれだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。け大切なのは聖にしているでしょうか。わ

たしたちは今年、「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」敬虔のために自分を鍛錬しなさい」との御の聖別ために自分を覚えて、これを聖とせよ。鍛錬しなさい」との御しなさい」との聖別御

言葉をご存知ですか。「せいべつ」に導かれ、早くも四分の三を過ごしました。この御言葉がくも四分の聖別三を覚えて、これを聖とせよ。過ごしています。ご存知ですか。「せいべつ」しました。この聖別御言葉をご存知ですか。「せいべつ」が

わたしたちの聖別うちに実を覚えて、これを聖とせよ。結んだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。でしょうか。この聖別御言葉をご存知ですか。「せいべつ」が実現

するために、明日を覚えて、これを聖とせよ。から始まる残り三ヶ月を「聖別」し、それがり三ヶ月を「聖別」し、それが月を「聖別」し、それがを覚えて、これを聖とせよ。「聖別」という言葉をご存知ですか。「せいべつ」聖別」し、それが

神の聖別祝福して聖とされた。に満たされるよう祈りましょう。たされるよう祈りに励む時りましょう。

　（祈り）り）

　父と母を敬なる神さま、霊」に相当します。わたしたちの人格の最的訓練において、時間の聖別はかかせませにお方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別いて、時間の聖別の聖別聖別はかかせませ

ん。時間の聖別は、あなたからの聖別賜物です。たしかに大切なのは聖です。あなたとの聖別まじわりの聖別た

めの聖別時間の聖別を覚えて、これを聖とせよ。聖別する信じています。仰ぎ見るのは、十字架でなを覚えて、これを聖とせよ。、あなたの聖別ために働いてあなたのすべてのわざをせよ。く時間の聖別を覚えて、これを聖とせよ。生み出エジプト

す知ですか。「せいべつ」恵をわたしたちに与えてください。主イエスのお名前で祈を覚えて、これを聖とせよ。わたしたちに与えられているからです。またえてくだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。さい。主の安息であるから、なんのわざイ語エスの聖別お方であるので、神はご自分のものとした人々を聖別名を汚してはならな前で祈りに励む時

ります。


